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科学技術情報整備審議会基本方針検討部会（第 3 回） 議事要録 

 

日 時： 

令和 7 年 1 月 17 日（金）午前 10 時～正午 

 

場 所： 

国立国会図書館東京本館総務課第一会議室 

 

出席者： 

基本方針検討部会員 4 名 

野末俊比古部会長、池内有為部会員、生貝直人部会員、大向一輝部会員 

 

館側出席者 10 名 

（幹 事）利用者サービス部長、電子情報部長 

（事務局）利用者サービス部副部長、同部司書監サービス企画課長兼務、同部科学技術・経済

課長、同課課長補佐、電子情報部副部長、同部電子情報企画課長、同課課長補佐 2 名 

 

次 第： 

1. 前回議事要録の確認等 

2. 第 26 回図書館総合展国立国会図書館主催フォーラムの報告［事務局報告］ 

3. 現在だけではなく百年後のユーザまで視野に入れた情報基盤の構築 

4. 第六期国立国会図書館科学技術情報整備基本計画策定に向けての提言（骨子案）について 

5. その他 

 

配付資料： 

（資料 1）科学技術情報整備審議会基本方針検討部会関係者名簿 

（資料 2）基本方針検討部会テーマについて（第 1 回部会資料 4 再掲） 

（資料 3）基本方針検討部会のスケジュール 

（資料 4）科学技術情報整備審議会基本方針検討部会（第 2 回）議事要録（暫定版） 

（資料 5）第 26 回図書館総合展国立国会図書館主催フォーラムの報告 

（資料 6）部会（第 3 回）の論点について 

（資料 7）第六期国立国会図書館科学技術情報整備基本計画策定に向けての提言（骨子案） 

（参考資料 1）ファクトチェック団体関係者からのヒアリングの概要 

（参考資料 2）第五期国立国会図書館科学技術情報整備基本計画策定に向けての提言―「人と

機械が読む時代」の知識基盤の確立に向けて―（令和 3 年 1 月 13 日 科学技術

情報整備審議会） 

（参考資料 3）イノベーションを支える「知識インフラ」の深化のための提言～第四期科学技

術情報整備基本計画策定に向けて～（平成 27 年 12 月 14 日 科学技術情報整備

審議会） 
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議事概要： 

 

1. 前回議事要録の確認等 

 事務局から、前回議事要録について意見等がある場合は、1 月 24 日までに連絡して欲しいと

の依頼があった。また、議事内容の補足として、大向部会員からの前回部会で提案があったプ

ロが使うリッチなサービス（例えば「国立国会図書館（以下「NDL」）サーチ・プロ」）につい

ての説明と、事務局からの日本ファクトチェックセンターからのヒアリング内容（1 月 9 日実

施。参考資料 1）の報告が行われた。大向部会員からの補足説明の内容は、次のとおりである。 

・生成 AI の登場により、情報サービスに対する社会の要求が変化している。これまではレスポ

ンスの速さが重視されてきたが、リッチな答えを得られるのであれば、多少時間がかかるこ

とも許容される時代となった。 

・生成 AI はハルシネーション等の問題が存在するが、RAG（Retrieval-Augmented Generation）

を使用して情報源となる出典を明示するなど、技術面からの改善を図る方法がある。これに

は信頼できるデータが必要なため、このような情報源を持っている機関しかシステムを実現

できないので、全文テキストデータなどを持つ NDL がチャレンジしてもよいのではないか。

テスト段階では内容や利用者を限定するなど、進め方を工夫することも考えられる。 

・間違った回答を極力減らすためにはデータベースの収録範囲を狭くしていけばよいが、信頼

はできるが役には立たないということになる。その幅が重要であり、情報サービスだけで全

ての要求は満たせないので、ユーザに情報をそのまま真に受けない「プロ」としての姿勢を持

ってもらうことで解消できないか。適切な回答が得られるように利用者の入力（プロンプト

作成）をサポートできるような機能をユーザと協力しながら開発するなどして、良い情報環

境を作っていくことが必要である。 

 

2. 第 26 回図書館総合展国立国会図書館主催フォーラムの報告［事務局報告］ 

 事務局が資料 5 に基づき報告した。 

 

3. 現在だけではなく百年後のユーザまで視野に入れた情報基盤の構築 

 事務局が資料 6 について説明した。主な発言は次のとおりである。なお、資料 6 の論点のう

ち、「情報基盤の拡充に向けどのような資料・情報を対象として収集・保存・デジタル化を行う

べきか」の一部、及び「オープンサイエンス時代に向けたメタデータ等の情報の整備・流通を

どのように進めるべきか」については、次回（第 4 回）に引き続き議論することとした。また、

今回の議論に対する補足、さらに議論が必要な論点及び追加のヒアリング候補者・テーマ等が

あれば、1 月末を目途として事務局に伝えることとした。 

 

〇納本制度等対象外の資料・情報 

・納本制度では 「パブリッシュ」された資料を収集しているが、「パブリッシュ」においては、

ある段階で内容を固定化し、その内容に対して責任を負うという意志が重要である。単にイ

ンターネット上に公開しただけでは「パブリッシュ」、つまり公共のものとして提示したとは

言えない。例えば、情報の発信者の意志を確認する意味で NDL に登録し、NDL が DOI 等の

識別子を付与することを「パブリッシュ」とするなど、インターネット上の「パブリッシュ」

という概念そのものを組み替えることも考えるべきではないか。 
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・「パブリッシュ」されることで「パブリック」なものとなるが、この度合いが高いものの収集

が優先されると考えられる。これに加えて、潜在的なニーズも含めたユーザ数と社会におけ

る重要度を掛け合わせて収集の優先順位を判断するのがよいのではないか。前回議論したユ

ーザ区分け毎のニーズや情報の使い方を取組の根拠とすべきである。 

・諸外国における国立図書館のウェブアーカイブの収集対象は様々であるが、頻繁に更新され

るニュースサイトを優先的に収集していることが多い。また、米国議会図書館では、「フォー

チュン 500」企業のウェブサイトを収集対象としている。英国図書館やフランス国立図書館な

ども含めて、各国の国立図書館の取組等の状況を調査し、提言の付属資料等で紹介してほし

い。また、国内企業によるユーザ生成コンテンツのプラットフォームの保存はほとんど検討

がなされていないので、検討・実験する価値があるのではないか。これらを念頭に、権利者の

理解を得て実験的な試みを行うとよいのではないか。 

・SNS 上の情報の多くは「パブリック」の度合いが高いとは言い難いため最優先で取り組むも

のではないが、生活に欠かせない基盤となっている実態もあり、検討する価値はあるだろう。

例えば、期間やイベントで区切って保存することも考えられる。ニュースサイトといった比

較的「パブリック」の度合いが高い情報と SNS とでは、収集する意義が異なるので、提言で

はそれぞれを分けて記載するとよいのではないか。 

・ハーバード・ロースクール図書館では、学術論文などで引用されたインターネット上のコン

テンツのリンク切れが多発しているという研究結果を踏まえ、2013 年に引用 URL を対象と

したアーカイブサイトを構築した。 

 

〇納本制度等の対象だが収集が十分でない資料・情報 

・紙媒体については、明治期など納本制度開始前の資料を含め、引き続き収集に努めてもらい

たい。今後増加が見込まれる電子版については、デジタルになって地域資料のアーカイブに

ついて、かつては図書館が持っていたであろうものが、地域の博物館や役所など図書館以外

が持つというケースも増えている。 

・デジタルアーカイブによる発信の機運も高まっており、その中で NDL が持っておかなけれ

ばいけない資料があるならば、ジャパンサーチも組み合わせて取組ができるのではないか。

制度整備というより、一回発信をすると、すべて満たされるという仕組みをどう作るかが問

題。 

・ゲームも含めて現代文化というカテゴリーを強調してほしい。 

・全てを NDL が担うことはできないが、関係機関とも役割分担のうえ、NDL は国全体の取組

をコーディネートする役割を果たすべきではないか。 

 

4. 第六期国立国会図書館科学技術情報整備基本計画策定に向けての提言（骨子案）について 

事務局が資料 7 について説明した。主な発言は次のとおりである。 

・NDL が知識基盤の構築やその利活用を通じて、ユーザとともにどのような社会を作りたいか

についても盛り込むとよい。そのためにも、ユーザや市民の視点を意識した書き方にすると

よいのではないか。 

・これからの情報環境の変化を見通すことが難しい、昨今の情報流通の変化に十分に対応でき

ていないと否定的に述べるのではなく、我々こそが現在の情報社会を作り出し、利用する当

事者であることをより意識した書きぶりにするとよいのではないか。 
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・関係機関との協働について、AI、フェイクニュースなどに係る様々な施策が政府により進め

られているので、関係省庁との連携の重要性にも触れるべきではないか。 

・ユーザ（コミュニティ）像に触れる際に、「SNS のユーザ」は、ファクトチェックを届かせ

たいユーザではないか。広報等に SNS をしっかり活用していくということもどこかで言及で

きるとよい。 

・タイトルについて、フェイクニュースが多く流れ、post-truth の時代と言われる中、（生成）

AI 時代における信頼できる知識基盤の構築が重要であり、AI と信頼（トラスト）がキーワー

ドになるだろう。 


